
３学期始業式 校長あいさつ 

 

令和６年１月１７日（水） 

 今ほどこの度の能登半島地震に係る災害でお亡くなりになった方々に再度黙

とうを捧げたところです。また、被災された生徒、保護者等、教職員、志賀町民

の方々に心よりお見舞い申し上げます。元旦から発生した能登半島地震で本校

生徒、教職員の安否が判明し全員無事であることがわかったときの安堵感は、一

生忘れることがないと思います。本当に良かった！心からそう叫びました。 

 本来なら１月９日が始業式でしたが中止としながらも、「つながり」が大事な

時だ！「つながり」は心の健康に不可欠だ！との想いから、昨日まで登校可能な

生徒は対面で、登校不可能な生徒はＩＣＴなどを活用しながら、「つながり」を

続けてきました。「それ、つらいよね」と聞いてもらうと心が軽くなります。聞

いてあげる人も、１人で抱えず誰かに聞いてもらう、ケアし、ケアされるこんな

循環が必要だからです。そして、最も大切な「学び」を止めないについても、本

日よりオンラインも含めて全員で続けていきましょう。 

 まだまだ日常を取り戻すことは難しいかもしれませんが、３年次生は、高校で

学べるのもあと僅か、その後には学年末考査。２年次生は、９ヶ月後には就職試

験解禁。進路実現に向けて、今できることを始めて行きましょう。１年次生は、

３年後を見据えて自分の高みをしっかり持ち、学習活動に取り組んでください。 

 ３学期は短い、だからこそ、学校生活を充実させてください。さあ、ラストス

パートです。頑張りましょう！ 


